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厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

生
活
衛
生
関
係
営
業
の

運
営
の
適
正
化
及
び
振
興

に
関
す
る
法
律
規
定
す
る

営
業
に
関
し
、
組
織
活
動

の
推
進
、
衛
生
措
置
の
改

善
向
上
等
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
者
。

厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活

衛
生
局
長
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
生
活
衛

生
関
係
営
業
の
振
興
に
尽

力
し
た
功
績
が
顕
著
な

者
。

全
理
連
理
事
長
表
彰

　

組
合
も
し
く
は
支
部
の

組
織
強
化
に
尽
く
し
、
そ

の
功
績
が
顕
著
と
認
め
ら

れ
他
の
模
範
と
し
て
推
奨

に
値
す
る
業
績
が
あ
る

者
。

年
新

常
務
理
事

　

綿
貫
　
晴
通
氏

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
新
春
を
迎
え

組
合
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

外
の
場
面
で
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

が
人
々
の
生
活
に
密
着
し
て
引

き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
の
証
と

も
い
え
ま
す
。

　

２
年
後
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、

２
０
２
０
年
に
は
４
０
０
０
万

人
の
外
国
人
が
訪
れ
る
と
の
政

府
予
想
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
理

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
連
合
会
の
事
業

の
推
進
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力

を
賜
り
深
謝
し
て
い
ま
す
。

も
ら
い
、
来
て
も
ら
い
、
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
売
り
上
げ
向
上

に
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
身
だ

し
な
み
を
整
え
る
だ
け
で
な
く

医
療
行
為
を
も
行
い
、
人
々
に

深
く
関
わ
っ
て
き
た
、
こ
の
業

に
誇
り
を
持
ち
一
層
の
飛
躍
へ

の
責
任
を
誓
い
、
私
の
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

女
性
理
容
師
の

飛
躍
と
後
継
者
育
成

え
、
教
育
機
関
に
お
け
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
効
果
が
表
れ
て
い
ま

す
。
本
校
は
、
こ
れ
ら
の
学
生

に
も
開
か
れ
た
施
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

　

ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
（
い
っ
た

ん
立
ち
止
ま
り
、
よ
り
上
の
次

元
へ
）（
※
２
）
と
い
う
言
葉

が
昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
先

へ
先
へ
と
進
む
の
で
は
な
く
、

考
え
を
改
め
、
そ
し
て
新
世
代

へ
引
き
継
ぐ
。
30
年
度
は
、
理

容
師
法
関
連
法
が
改
正
、
授
業

科
目
等
の
再
編
が
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
現
体
制
を
改
め
、

大
幅
な
合
理
化
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

本
校
入
学
者
の
減
少
は
、
や

が
て
後
継
者
・
組
合
員
不
足
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
ま
で
通
り

一
年
一
年
が
勝
負
と
し
て
取
り

組
む
所
存
で
す
。
学
校
・
業
界

と
も
に
生
き
延
び
て
い
く
た
め

に
は
更
な
る
邁
進
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
皆
様
に

と
っ
て
今
年
も
心
穏
や
か
に
過

ご
せ
る
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

群
馬
県
の
選
手
の
名
前
が
呼

ば
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
感
動
し
ま

し
た
。
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

昨
年
10
月
９
日
（
月
）
県
理

容
専
門
学
校
に
お
い
て
イ
ベ

ン
ト
（
理
容
体
験
・
ヘ
ア
ー

シ
ョ
ー
）
が
、
県
講
師
会
と
青

年
女
性
部
・
組
合
員
の
皆
さ
ん

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
の
関
東
甲
信

越
理
容
競
技
大
会
が
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
第
１
部
門
で
小
針
秀

文
選
手
は
準
優
勝
に
輝
き
、
第

３
部
門
の
永
井
哲
雄
選
手
は
６

位
、
第
２
部
門
の
韮
塚
桂
司
選

手
も
初
出
場
な
が
ら
健
闘
し
マ

ネ
キ
ン
部
門
で
は
柳
井
優
実
選

手
も
頑
張
っ
て
、
見
事
に
優
秀

通
で
あ
る
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル

（
国
内
で
は
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
、

あ
め
ん
棒
、
古
く
は
有
平
棒
）

に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
そ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

み
ま
し
た
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
理
容
師
が
外
科
的
医
療
行

為
を
行
い
、
そ
の
当
時
の
瀉し

ゃ
け
つ血

治
療
が
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
の

ル
ー
ツ
で
あ
り
、１
５
４
０
年
、

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
（
レ

デ
ィ
ス
ヘ
ア　

マ
ー
ジ
ュ
）
の

認
証
講
習
を
受
講
し
た
４
名
の

県
講
師
（
大
和
淳
人
・
信
澤
知

歩
・
舘
野
太
郎
・
松
井
透
光
）

が
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
各
支
部

の
講
習
会
で
技
術
を
マ
ス
タ
ー

し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
女
性
理
容
師
の
活
躍
が

群
馬
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　

今
泉
　
森
夫

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
し

い
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
「
働
き

方
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
改
革
で

す
が
、専
門
学
校
に
お
い
て
は
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
※
１
）。

い
か
に
し
て
社
会
人
の
受
け
入

れ
を
図
る
か
、わ
が
校
は
、教
育

訓
練
給
付
制
度
の
教
育
訓
練
施

設
と
し
て
申
請
し
、
昼
間
課
程

が
専
門
実
践
教
育
訓
練
講
座
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
実
施

か
ら
２
年
経
過
し
た
現
在
、
社

会
人
学
生
が
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
文
部
科
学
省
で
は
、

「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
を
掲

げ
、
日
本
を
世
界
に
よ
り
開
か

れ
た
国
と
し
、
世
界
の
中
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
、
情
報
の
流

れ
を
拡
大
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
」
を
展
開
す
る
一
環
と
し

て
、
２
０
２
０
年
を
目
途
に

30
万
人
の
留
学
生
受
け
入
れ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
群
馬
県
で

は
日
本
語
学
校
の
開
設
が
増

※
１　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
教
育
と
他

の
諸
活
動
を
交
互
に
行
う
教
育

シ
ス
テ
ム
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

学
者
ゴ
ス
タ
・
レ
ー
ン
の
提
唱

し
た
概
念
。

※
２　

ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン

　

矛
盾
・
対
立
す
る
２
つ
の
概

念
を
そ
の
状
態
を
保
ち
、
よ
り

高
い
次
元
段
階
で
統
合
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
。
ド
イ
ツ
哲
学
者

ヘ
ー
ゲ
ル
の
概
念
。
小
池
都
知

事
が
使
用
し
話
題
に
。

賞
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
和
歌
山
県
ビ
ッ

グ
ホ
エ
ー
ル
で
第
69
回
全
国
理

容
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
第

３
部
門
で
永
井
哲
雄
選
手
が
３

位
に
入
り
、
念
願
の
表
彰
台
に

立
て
ま
し
た
。
第
１
部
門
の
小

針
選
手
、
第
２
部
門
の
韮
塚
選

手
も
健
闘
し
ま
し
た
。

の
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
庭
で
は
恒
例
の
模
擬
店
も

に
ぎ
わ
い
暑
く
・
楽
し
く
・
美

味
し
い
一
日
、
疲
れ
た
け
れ
ど

皆
様
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

本
年
も
後
継
者
育
成
発
展
の

た
め
学
園
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

沢
山
の
見
学
者
が
来
て
く
だ
さ

　

県
教
育
部
の
夜
間
セ
ミ
ナ
ー

技
術
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

結
び
に
本
年
も
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
を
賜
り
組
合
員
皆
々

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

の
こ
と
は
日
本
経
済
に
大
き
く

影
響
を
与
え
て
き
ま
す
か
ら
、

私
共
理
容
業
界
も
昨
年
に
引
き

続
き
積
極
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
９
月
、
理
美
容
世

界
大
会
で
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
を

訪
ね
た
と
き
、
以
前
か
ら
興
味

を
持
っ
て
い
た
業
界
の
世
界
共

イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ン
リ
ー
８
世
に

よ
っ
て
理
容
組
合
と
外
科
医
組

合
の
統
合
が
あ
り
「
理
容
師
・

外
科
医
組
合
」
が
発
足
。「
外

科
医
は
赤
と
白
」
ま
た
、「
理

容
は
青
と
白
」
の
ポ
ー
ル
を
掲

げ
瀉
血
や
抜
歯
等
も
業
と
し
て

い
た
の
で
す
。

　

こ
の
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
、
昨

今
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
理
容
以

容
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
も
変

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
全
国
理

容
連
合
会
で
は
、
訪
日
外
国
人

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
理
容

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

世
界
共
通
の
理
容
の
目
じ
る
し

の
日
本
の
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル

（
日
本
で
は
上
か
ら
赤
は
動
脈

（
血
液
）、
白
は
包
帯
、
青
は
静

進
む
国
際
化
へ
の
対
応

（
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
の
ル
ー
ツ
）
全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

理
事
長　

大
森
　
利
夫

今泉森夫氏大森利夫氏

愚
公
山
を
移
す

松田　昇氏

群
馬
県
理
容
専
門
学
校

　

校
長　

松
田
　
　
昇

元
常
務
理
事

　

外
山
　
弘
明
氏

理　

事

　

小
林
　
真
澄
氏

た
が
、
10
月
の
週
末
に
台
風
が

連
続
で
日
本
列
島
を
襲
い
全
国

で
大
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

ま
す
。

　

昨
年
は
雨
の

多
い
一
年
で
し

期
待
で
き
る
技

術
だ
と
思
い
ま

す
。

の
対
応
で
す
が
、
特
に
昨
今
、

全
国
ど
こ
を
訪
ね
て
も
そ
の

進
展
を
感
じ
ま
す
。
昨
年
は
、

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
訪
日

外
国
人
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

　

さ
て
、
近
年

問
わ
れ
て
き

た
国
際
化
へ

脈
の
意
）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ

ロ
ン
を
知
っ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

賀
謹

　
平
成
29
年
度

　
栄
え
あ
る
表
彰

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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県
組
合
教
育
部
主
催
で
ス
ペ

シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
「
儲
か
る
理

由
＆
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
」が
、

マ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
ス
ワ
ン
「
サ

ク
ラ
」
で
全
理
連
中
央
講
師
・

中
谷
嘉
孝
氏
、
足
底
反
射
区
療

法
士
で
女
優
・
歌
手
で
も
あ
る

大
場
久
美
子
さ
ん
を
招
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
県
教
育
部
が
中

心
と
な
り
、
低
迷
す
る
業
界
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
各
界
の
著

名
人
を
迎
え
企
画
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。

　

１
部
の
﹃
儲
か
る
理
由
﹄
で

は
中
谷
氏
の
「
儲
け
さ
せ
て
や

る
」
と
力
強
い
言
葉
で
会
場
は

緊
張
感
が
高
ま
っ
た
。

　

第
69
回
全
国

理
容
競
技
大
会

理
容
２
０
１
７

メ
ッ
セ
ー
ジ
全

国
大
会
が
、
平

成
29
年
10
月
16

日
（
月
）、
和

歌
山
ビ
ッ
グ
ホ

エ
ー
ル
に
て
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
紀
の
国
未
来

へ
の
伝
承
匠
の

技
」

　

次
世
代
の
理

容
師
に
伝
統
の

あ
る
高
度
な
技

術
を
伝
承
し
、

時
代
が
求
め
る

感
性
・
感
覚
を

身
に
付
け
、
可

能
性
に
満
ち
た

明
る
い
未
来
を

切
り
開
い
て
い
く
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

本
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

　

全
国
理
容
競
技
大
会
で
第
３

位
を
獲
得
し
た
永
井
哲
雄
選
手

の
祝
賀
会
が
11
月
６
日
（
月
）

前
橋
市
に
て
理
容
の
会
（
信
澤

健
生
会
長
）主
催
で
行
わ
れ
た
。

　

竹
内
幸
彦
講
師
会
幹
事
長
の

乾
杯
で
宴
が
始
ま
り
出
席
者
か

ら
永
井
選
手
に
祝
い
の
言
葉
が

送
ら
れ
た
。

　

こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
県

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 3

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平

高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8
☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫

前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9
☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫

高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9
☎027（364）4771　FAX027（364）4772 

群馬県理器商組合

各地区巡回講習会

西
毛
地
区

担当支部 甘楽支部
日 時 平成29年10月２日（月）
場 所 富岡　ヴァンヴェール
参加人数 46 人
講 師 仲山裕明　全理連中央講師

北
毛
地
区

担当支部 渋川支部
日 時 平成29年11月13日（月）
場 所 渋川市中央公民館
参加人数 50 人
講 師 信澤健生　全理連中央講師

東
毛
地
区

担当支部 桐生支部
日 時 平成29年10月30日（月）
場 所 桐生グランドホテル
参加人数 80 人
講 師 倉田和俊　全理連中央講師

　
「
高
度
成
長
時
代
は

み
ん
な
真
面
目
に
さ
え

会
社
に
勤
め
て
い
れ
ば

年
功
序
列
で
肩
書
き
も

給
料
も
上
が
り
、
床
屋

は
椅
子
の
台
数
を
増
や

し
、
営
業
時
間
を
延
長

　

平
成
29
年
度
の
県
組
合
巡
回

講
習
会
が
、
県
内
各
地
区
で
行

わ
れ
た
。

　

例
年
、
巡
回
講
習
会
で
は
全

理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
の
講
習
が
行

わ
れ
る
が
、
本
年
度
は
各
地
区

で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
西
毛
地
区

で
は
「
ト
レ
ン
ド
ヘ
ア
」、
北

永井哲雄選手とモデル　全国大会第３位

毛
地
区
で
は
「
シ
ニ
ア
へ
の
若

返
り
カ
ッ
ト
＆
カ
ラ
ー
講
習
」、

東
毛
地
区
で
は
「
メ
ン
ズ
＆
レ

デ
ィ
ス
」
の
講
習
会
が
行
わ
れ

た
。

紀
州
郷
土
芸
能
の
黒
潮

躍や
っ

虎こ

太
鼓
と
雑さ
い
か賀
鉄

砲
隊
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
開
会
式
を
盛
り
上

げ
た
。

　

第
１
部
門
の
小
針
選

手
は
全
国
制
覇
を
目
標

に
、
第
２
部
門
の
韮
塚

選
手
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

大
会
、
第
３
部
門
の
永

井
選
手
は
リ
ベ
ン
ジ
の

大
会
、
マ
ス
タ
ー
ス
タ

イ
リ
ス
ト
部
門
の
大
畠

選
手
は
楽
し
み
な
が
ら
の
大
会

で
あ
り
、
す
べ
て
の
選
手
が
こ

の
大
会
の
た
め
に
日
々
修
練
を

し
て
き
た
技
術
と
感
性
を
存
分

に
発
揮
し
た
大
会
で
あ
っ
た
。

　

大
会
結
果
は
、
永
井
選
手
が

全
理
連
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
へ

の
参
加
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
３
位
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
報
道
関
係
者
と
し
て

３
年
間
、
大
会
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
無
事
に
務
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
役
員
、

講
師
会
、
事
務
局
の
方
々
の
理

解
と
協
力
に
よ
り
良
い
経
験
と

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
成
績
結
果
】

第
１
部
門

　

小
針
秀
文
選
手　

11
位

第
２
部
門

　

韮
塚
桂
司
選
手　

33
位

第
３
部
門

　

永
井
哲
雄
選
手　

３
位

マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
部
門

　

大
畠
哲
久
選
手　

22
位

︵
経
理
部
長　

須
永　

寬
司
︶

下
最
古
で
あ
り
全
理
連

講
師
や
県
講
師
を
輩
出

し
た
こ
と
で
も
有
名
で

あ
る
。
永
井
選
手
か
ら

祝
宴
の
中
の
謝
辞
と
し

て
指
導
と
応
援
の
お
願

い
が
あ
り
、
言
葉
を
結

ん
だ
。
今
後
の
永
井
選

手
の
活
躍
を
祈
念
し
祝

報
と
し
ま
す
。

︵
前
橋
支
部

　
　
　
　

信
澤　

孜
︶

す
れ
ば
儲
か
っ
た
。

　

組
合
も
共
存
共
栄
と
い
う
考

え
で
良
か
っ
た
が
、
今
は
格
差

社
会
に
な
っ
て
多
く
の
人
た
ち

は
貧
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

　

低
料
金
、
競
合
店
と
私
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
﹃
リ
ア

ブ
ラ
力
（
他
で
は
手
に
入
ら
な

い
絶
対
的
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
基

本
価
値
）﹄
は
、
皆
が
持
っ
て

い
る
も
の
で
、
あ
な
た
の
店
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
あ
な
た
に

合
っ
た
お
客
様
を
大
事
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
私
た
ち
が
豊

か
に
な
り
後
輩
た
ち
に
夢
を
与

え
ま
し
ょ
う
。
僕
も
50
歳
、
も

う
少
し
走
り
ま
す
」
と
中
谷
氏

の
現
実
味
の
あ
る
本
気
に
受
講

者
も
元
気
を
も
ら
っ
た
。

　

２
部
で
は
中
谷
氏
の
紹
介
で

盛
大
な
拍
手
の
中
、
大
場
久
美

子
さ
ん
の
﹃
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ

ジ
ー
（
反
射
療
法
）﹄
の
講
演

が
始
ま
っ
た
。

　

自
身
が
10
年
間
の
闘
病
の
末

に
、
パ
ニ
ッ
ク
症
を
克
服
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
リ
フ
レ
ク

ソ
ロ
ジ
ー
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
音
楽
健
康
指
導
士
の
資

格
を
取
得
し
全
国
で
講
演
活

動
、
ま
た
、
被
災
地
で
も
活
躍

し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
こ
の
３
つ
の
ス
キ

ル
を
総
合
的
に
用
い
て
心
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
パ
ニ
ッ
ク
症
、
足

ツ
ボ
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
終
了
後
、
セ
ミ
ナ
ー
会

場
か
ら
ラ
イ
ブ
会
場
に
な
り
、

大
場
久
美
子
さ
ん
は
女
優
に
早

変
わ
り
。
受
講
者
の
ス
マ
ホ
撮

影
、
サ
イ
ン
に
笑
顔
で
応
え
て

い
た
。︵

広
報　

茂
木　

克
好
︶

西毛地区　仲山裕明全理連中央講師

県
内
各
地
区
で
巡
回
講
習
会

▼

▲

中谷嘉孝講師　　　大場久美子さん

県組合
主　催

営
業
支
援
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー

﹁
リ
ア
ブ
ラ
カり

ょ
く

﹂を
活
か
せ

祝
報

永
井
選
手

制覇！チャレンジ！リベンジ！和歌山
大　会
第３部門「gain-G」永井哲雄選手　全国大会第３位
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平
成
29
年
９
月
18
日
（
月
）

第
８
回
関
東
甲
信
越
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
が
群
馬
県
で
開
催
さ
れ

た
。
台
風
の
影
響
も
心
配
し
ま

し
た
が
、
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま

れ
無
事
開
催
に
至
っ
た
。

　

今
回
は
地
元
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
群
馬
か
ら
２
チ
ー

ム
出
場
し
理
容
学
校
の
生
徒
さ

ん
も
参
加
し
て
く
れ
た
。

　

結
果
は
Ａ
チ
ー
ム
が
６
位
、

学
生
主
体
の
Ｂ
チ
ー
ム
が
８
位

と
い
う
成
績
だ
っ
た
。

　

学
生
と
の
交
流
も
あ
り
、
組

合
事
業
に
対
す
る
理
解
や
楽
し

さ
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
た
と

思
う
。
大
会
に
尽
力
い
た
だ
い

　

平
成
29
年
９
月
25
日
（
月
）

太
田
市
渡
良
瀬
ス
ポ
ー
ツ
広
場

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
て

「
第
５
回
太
田
支
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」が
行
わ
れ
た
。

太
田
支
部

　

皆
さ
ん
回
を
重
ね
る
た
び
に

ス
コ
ア
が
良
く
な
り
、
表
彰
式

で
は
沢
山
の
景
品
を
い
た
だ

き
、
組
合
員
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
っ
た
。
来
季
は
東
毛
地
区

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
太
田

支
部
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

い
ず
れ
県
全
体
も
開
催
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︵
組
織　

吉
澤　

雄
︶

た
役
員
、
選
手
、
応
援
に
駆
け

付
け
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

東毛の仲間たち！！

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

相
互
依
存

桐
生
経
理　

野
村　

明
広

　機関紙『みやま』では「組合員で
良かった」（不定期）を掲載してま
いります。
　組合員で本当に良かったと思って
いただける《生の声》を紙面にてお届けしま
す。
　第５回は桐生支部の野村さんからの寄稿で
す。
　広報部ではぜひ皆さまからの《生の声》
（四百字以内程度）をお待ちしております。
お問い合わせ、投稿は広報部員または県事務
局まで。

組合員で良かった

　

親
の
代
か
ら
（
祖
父
は
知
ら

な
い
が
）
普
通
に
組
合
に
入
っ

て
い
て
、
自
分
も
何
の
抵
抗
も

疑
い
も
な
く
組
合
員
に
な
っ

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
親
と
他

の
床
屋
の
オ
ジ
サ
ン
、
オ
バ
サ

ン
や
そ
こ
の
家
の
子
ど
も
、
従

業
員
な
ど
と
、
色
々
な
と
こ
ろ

へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
記

憶
が
あ
る
。こ
れ
も
仲
間
意
識
、

組
合
が
あ
っ
た
か
ら
、
近
所
の

ラ
イ
バ
ル
と
思
っ
て
、
い
が
み

役
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大
変

な
こ
と
も
あ
っ
た
が
色
々
な
人

と
係
わ
り
助
け
合
い
仲
間
に

な
っ
て
い
っ
た
気
が
す
る
。
個

人
で
は
こ
ん
な
体
験
は
な
か
な

か
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
も

組
合
員
で
良
か
っ
た
。

　

相
互
依
存
性
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。「
自
分
だ
け
の
幸
福
も

な
く
、
他
人
だ
け
の
不
幸
も
な

い
」
な
る
べ
く
、
自
分
の
た
め

じ
ゃ
な
く
他
人
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
人
に
な
り
た
い
。
そ
の
よ

う
な
組
合
で
あ
る
べ
き
だ
と
思

う
。

合
い
、
ね
た
む
こ

と
も
少
な
か
っ
た

と
思
う
。
お
互
い

顔
が
見
え
て
付
き

合
い
も
あ
っ
た
か

ら
、
そ
れ
こ
そ
組

合
の
大
切
な
と
こ

ろ
で
あ
る
の
で

は
？

　

団
体
の
保
険
や

融
資
、
行
事
な
ど

も
な
か
な
か
個
人

で
は
で
き
な
い
。

第
８
回
関
東
甲
信
越

　

平
成
29
年
９
月
４
日
（
月
）

館
林
市
高
根
運
動
場
に
て
東
毛

地
区
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
邑
楽
支
部
主
催
で
行
わ
れ

た
。
週
末
に
は
台
風
が
来
て
い

た
た
め
開
催
が
心
配
さ
れ
た

が
、
前
日
に
は
過
ぎ
去
っ
て
秋

の
よ
う
な
清
々
し
い
空
気
の
中

プ
レ
イ
が
で
き
た
。

　

決
勝
戦
で
は
桐
生
が
太
田
を

僅
差
で
破
り
優
勝
と
な
っ
た
。

︵
広
報　

高
橋　

克
実
︶

目指せ県大会！

関東甲信越群馬大会

平成29年
９月11日（月）ボランティア支部活動

支部名 内　　容 場　　所

前　　橋 市民バザール会場周辺
清掃

9月17日、雨天の為中止

桐　　生 清掃奉仕・青年の家除草
参加者…143人

桐生市・みどり市組合員店
舗半径50ｍ内
桐生青年の家（青少年センター）周辺

高　　崎 献血（献血者…10人）
参加者…12人

JR高崎駅献血ルーム
Harmony

伊 勢 崎 公園周辺のゴミ・空き缶拾い
参加者…23人 伊勢崎西部公園

邑 楽
散髪奉仕…25人調髪
ブロンズ像の清掃奉仕
参加者合計…32人

大泉町地域活動支援センター
館林市障害総合支援センター
邑楽町社会福祉協議会
館林市高根町 彫刻の小径

太 田
訪問カット…15人調髪
清掃奉仕
献血…献血者４人
参加者合計…17人

太田市地域活動支援センター
金山吞龍（大光院）公園
献血ルーム太田YOU愛

渋 川
施設児童カット…22人

（子供）調髪
参加者…11人

渋川子持山学園

利根沼田
駅周辺の草刈り・ゴミ
拾い・掃除
参加者…21人

JR沼田駅周辺

甘 楽 調髪ボランティア…25人調髪
参加者…5人

特別養護老人ホーム
鏑泉苑

多 野 清掃・ゴミ拾い
参加者…10人

道の駅「ららん藤岡」周辺
関越自動車道藤岡インター周辺

吾 妻 タオル贈呈…100本
参加者…２人

特別養護老人ホーム
岩櫃荘

碓 氷 調髪理容…43人調髪
参加者…5人

特別養護老人ホーム
のどの荘

青年女性部
ニュータオルストック運動
北毛地区4施設にタオル
　　　　　  906本寄付
参加者…6人

前橋…有料老人ホーム大胡ン家350本
前橋…㈲元気住宅型有料老人ホームグループリビング元総社30本
利根沼田…サービス付き高齢者向け住宅サニー
　　　　　ホームひまわり214本
吾妻…国立療養所栗生楽泉園312本

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第65回群馬県理容競技大会（マネキン展示部門）

「理容師2018メッセージ」群馬県大会 同時開催

「理容師 2018 メッセージ」群馬県大会…応募方法は支部長または教育部長へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせください。

全国大会・関信越大会種目（第１部門～第３部門） 競技時間 申込金
＊第１部門　Barber  Style （バーバースタイル） 35分 2,000円
＊第２部門　レディスカット・パーマスタイル『Ladies  hair  Marge』 40分 2,000円
＊第３部門　メンズカット・パーマスタイル 30分 2,000円

マネキン競技（第４部門～第６部門・シニア部門） 競技時間 申込金
＊第４部門　ワインディング 25分 2,000円
＊第５部門　クラシカルバック・ドライヤー仕上げ・セット 25分 2,000円
＊第６部門　フリースタイル・セット 15分 2,000円
＊シニア部門　自　由　（出場資格年齢 40 歳以上、審査方法は来場者投票） 15分

シニア部門 50 歳以上中、最上位者は全国大会へ出場できる（派遣費用助成金あり）
マネキン展示部門

種　　目：フリースタイル
マネキン：メンズ・レディス自由
審査方法：当日の来場者に展示作品の中から１点を投票して頂く。
表　　彰：得票数の多い上位３作品の制作者に賞状が出ます。

内　　容：完成品当日持参
出 展 料：無料

締切：平成30年３月12日（月）（厳守）前回同様、県大会は１～３部門をマネキン使用とします。
ただし、全国・関信越大会はモデル競技です。

出場資格：第１部門～第３部門・シニア部門は、群馬県内の組合員・従業員の理容師
　　　　　とする。
　　　　：第４部門～第６部門は、免許未取得者でも出場できる。（理容学校生含む）
出場制限：１人１部門とする。展示部門重複可。
表　　彰：出場選手が４名以上の部門は上位３名を表彰、３名以下の部門は１位を優
　　　　　秀賞とする。
必要書類：出場申込書・誓約書・出場申込金
　　　　　（書類は、各支部長または教育部長にお問い合わせください）
　　（注）第１部門～シニア部門、全てマネキン審査を行います。

群馬理容カットスクール　受講者募集 !!

日時　平成30年４月16日（月）　　　場所　群馬県理容専門学校

月日 内容（9：00 ～ 12：15） 講　師 持参品（クランプ・上靴）

1/29
カット（ベリーショート編）
梳き鋏と直鋏で作る
今、旬の「トレンドヘアー」

下山雅志

・カット用具一式
　（カット率の低い・高い梳き鋏）
・セット用具一式・ドライヤー
・タオル・整髪料
・マネキンヘッド（長さ…６㎝以上）

2/26
アイロン
～ふわっとやわらかいスタイル～
　　　　　　　　（ロング）

川野　明

・カット用具一式・セット用具一式
・整髪料
・なるべく太めのアイロン
・新品同様のマネキンヘッド

3/12
アイロン
お手入れ簡単ビジネススタイル !!
ノードライヤー　（ショート）

川野　明 同　　上
（アイロンは８㎜程度のもの）

【時　間】　９：00 ～ 12：15
【会　場】　群馬県理容専門学校　２階実習室

１回受講料　￥3,000︲後期メンズコース

※マネキンヘッドは、お持ちの物をご持参ください。無ければ注文承ります。
【申込み・お問合せ】　群馬県理容組合　事務局
　　　　　　　　　　ＴＥＬ０２７－２２１－９８０４
理容訓練協会に未加入のかたは、入会金￥1,000・年会費￥1,000 を
いただきます

︵
青
年
女
性
部　

皆
川　

高
士
︶

東毛地区親善 ソフトボール大会
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趣
味
で
釣
り
や
ゴ
ル
フ
を
す

る
。
そ
の
場
そ
の
場
で
使
う
道

具
を
変
え
る
。
理
容
の
仕
事
で

も
鋏
や
櫛
を
使
い
分
け
る
。
い

わ
ゆ
る
適
材
適
所
と
い
う
や

つ
。

　

こ
の
適
材
適
所
、
人
間
社
会

に
も
当
て
は
ま
る
が
、
使
い
に

く
い
か
ら
と
い
っ
て
買
い
直
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

か
く
言
う
私
も
、
な
る
べ
く

適
材
適
所
に
い
ら
れ
る
よ
う

に
、ま
だ
ま
だ
努
力
あ
る
の
み
。

︵
広
報　

高
橋　

克
実
︶

ソフトタイプ  新合成洗剤（無リン）

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
あ

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

種
市　

君
江　

前
橋　

組
合
員

安
齊　

正
司　

前
橋　

組
合
員

川
野　
　

博　

前
橋　

須
田　

文
子　

太
田

猪
浦　
　

明　
利
根
沼
田　

組
合
員

互
助
会
員
訃
報

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

広報副部長　岩崎　富夫
編集委員

委　員　長　西山　継典
副 委 員 長　坂田　信宏
　　〃　　　茂木　克好
委　　　員　新井　康浩
　　〃　　　髙橋　克実
　　〃　　　堀越　義憲
　　〃　　　髙橋　信博

　

平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）

第
11
回
東
毛
地
区
理
容
親
善

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

太
田
支
部
主
催
に
よ
り
城
山
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
参
加
者

43
名
で
行
わ
れ
た
。
競
技
方
式

は
個
人
の
部
新
ペ
リ
ア
・
団
体

の
部
は
各
支
部
上
位
５
名
の
グ

ロ
ス
合
計
で
行
わ
れ
た
。
当
日

は
ゴ
ル
フ
日
和
で
、
桐
生
支
部

が
一
打
差
で
団
体
優
勝
し
た
。

個
人
の
部
は
伊
勢
崎
支
部
の
藤

生
年
明
さ
ん
が
71
・
２
（
ネ
ッ

ト
）
で
優
勝
し
、
ベ
ス
グ
ロ
賞

は
邑
楽
支
部
の
藤
野
一
三
さ
ん

が
獲
得
し
た
。

　

集
ま
っ
た
寄
付
金
、
２
３
０

０
０
円
は
社
会
福
祉
法
人
・
太

　

ジ
ャ
パ
ン
タ
ッ
サ
ー
ク
ラ
ブ

群
馬
支
部
Ｓ
Ｔ
Ｃ
︻
吉
田
英
一

郎
会
長
（
高
崎
支
部
）︼
は
平

成
29
年
11
月
６
日
（
月
）、
国

の
重
要
文
化
財
で
あ
る
栃
木
県

日
光
田た

母も

沢ざ
わ

御
用
邸
に
て
研

修
旅
行
を
実
施
し
た
。

　

日
光
田
母
沢
御
用
邸
は
、
日

光
出
身
で
明
治
時
代
の
銀
行

家
・
小
林
年
保
の
別
邸
に
、
当

時
、
赤
坂
離
宮
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
た
旧
紀
州
徳
川
家
江
戸
中

屋
敷
の
一
部
を
移
築
し
、
そ
の

他
の
建
物
は
新
築
さ
れ
る
か
た

ち
で
、
明
治
32
年
、
後
の
大
正

　

平
成
29
年
９
月
４
日
（
月
）

坂
東
緑
地
運
動
公
園
に
お
い
て

渋
川
支
部
主
催
で
北
毛
地
区
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
総
勢

32
人
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

薄
ぐ
も
り
で
し
た
が
少
し
汗

ば
む
天
候
の
中
、
茂
木
渋
川
支

部
長
の
あ
い
さ
つ
後
プ
レ
ー
が

行
わ
れ
た
。

【
成
績
結
果
】（
敬
称
略
）

団
体

優　

勝　

前
橋
支
部

準
優
勝　

利
根
・
沼
田
支
部

３　

位　

渋
川
支
部

４　

位　

吾
妻
支
部

個
人

優　

勝　

大
川　

浩
（
沼
田
）

準
優
勝　

山
田
晴
彦
（
前
橋
）

３　

位　

西
山
継
典
（
前
橋
）

︵
広
報　

仲
澤　

克
行
︶優勝した前橋チーム　おめでとう！

東武ワールドスクウェア

日光田母沢御用邸記念公園にて

群馬県最低賃金

（平成２9年１０月7日より適用）

１時間…783円

優勝おめでとう！　桐生チーム

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
た
。

【
成
　
績
︼
団　

体

優　

勝　

桐
生
支
部　

４
２
９

準
優
勝　

伊
勢
崎
支
部
４
３
０

３　

位　

太
田
支
部　

４
６
６

︻
成
　
績
︼
個　

人
（
敬
称
略
）

優　

勝　

藤
生
年
明（
伊
勢
崎
）

準
優
勝　

松
原
公
夫（
伊
勢
崎
）

３　

位　

藤
野
一
三
（
邑
楽
）

ベ
ス
グ
ロ
賞　

藤
野
一
三

　
　
　
　
　
　
（
邑
楽
）
79

　
　
　
︵
広
報　

坂
田　

信
宏
︶

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

天
皇
の
ご
静
養
地
と
し
て
造
営

さ
れ
た
。

　

平
成
15
年
に
貴
重
な
建
造
物

と
し
て
「
国
の
重
要
文
化
財
」

ジ
ャ
パ
ン
タ
ッ
サ
ー
ク
ラ
ブ
群
馬
支
部『
Ｓ・Ｔ・Ｃ
』

　

平
成
29
年
10
月
16
日
（
月
）

参
加
者
28
名
で
神
田
明
神
～
築

地
場
外
市
場
～
羽
田
空
港
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
神
田
明
神

で
は
商
売
繁
盛
の
祈
願
を
し
、

築
地
は
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
お
り
、
私
た
ち
は
新
鮮

な
お
魚
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ

伊
勢
崎
青
年
女
性
部

東
京
バ
ス
旅
行

　

平
成
29
年
11
月
６
日
（
月
）

～
７
日（
火
）、碓
氷
支
部
で
は

組
合
員
親
睦
旅
行
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
「
の
ん
び
り
温
泉
旅

行
」
を
テ
ー
マ
に
秋
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
、
バ
ス
は
那
須
塩
原

方
面
へ
。

　

初
日
の
大
谷
石
資
料
館
で
は

深
さ
30
メ
ー
ト
ル
あ
る
階
段
を

下
り
る
と
広
さ
２
万
平
方
メ
ー

ト
ル
、
野
球
場
が
一
つ
入
る
く

ら
い
の
巨
大
な
地
下
空
間
が
あ

り
皆
さ
ん
驚
愕
し
て
い
た
。
こ

こ
は
Ｐ
Ｖ
、
映
画
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
の
撮
影
場
所
に
な
っ
て
い

る
。

　

次
に
世
界
各
国
の
有
名
建
造

物
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
有
名
な
東

武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
へ

行
っ
た
。

　

バ
ス
は
本
日
の
宿
、
塩
原
温

泉
郷
へ
、
多
種
多
様
な
源
泉
と

季
節
の
郷
土
料
理
や
、
お
酒
が

一
日
の
疲
れ
を
取
っ
て
く
れ
た
。

　

二
日
目
は
宿
を
ゆ
っ
く
り
出

発
、
那
須
の
雄
大
な
自
然
を

感
じ
な
が
ら
那
須
ガ
ー
デ
ン
・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
た
の
し
く

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
那
須
連

山
の
紅
葉
を
背
に
帰
途
に
つ
い

た
。
今
回
バ
ス
の
運
転
を
伊
勢

崎
支
部
の
内
田
事
業
部
長
に
お

願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
広
報　

茂
木　

克
好
︶

東
毛
地
区
理
容
親
善

第
３
回　
北
毛
地
区

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

ル
内
に
は
小
江
戸
風
の
シ
ョ
ッ

プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
飛
行
機
を

眺
め
て
食
事
が
で
き
る
展
望

デ
ッ
キ
も
あ
り
、
見
学
だ
け
で

も
楽
し
い
場
所
で
し
た
。
ま

た
日
帰
り
旅
行
で
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
海
外
旅
行
に
行
っ
た

気
分
を
味
わ
え
て
楽
し
い
一
日

で
し
た
。
旅
行
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
バ
ス
の

運
転
手
を
し
て
い
た
だ
い
た
内

田
事
業
部
長
さ
ん
一
日
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

︵
青
年
女
性
部　

八
木　

久
恵
︶

に
指
定
さ
れ
、同
19
年
に
は「
日

本
の
歴
史
公
園
百
選
」
に
選
定

さ
れ
た
。

日
光
田
母
沢
御
用
邸
へ
研
修
旅
行

秋彩の那須
塩原温泉郷

碓氷支部親睦一泊旅行

組
合
講
習
会

日　　時：平成 30 年２月５日（月）10：00 ～
場　　所：前橋商工会議所　２階ローズ
講習内容：第１部　儲かるメンズカット（デモンストレーション）
　　　　　第２部　儲かる方法（パネルディスカッション）

パネラー：北尾誠祥（全理連中央講師）　　　竹内幸彦（県講師会幹事長）
　　　　　大和淳人（県講師会副幹事長）　　田村哲也（県講師会監事）
　　　　　信澤健生（全理連中央講師）
司　　会：山口幸一（県教育部長・全理連中央講師）

日本人初の世界チャンピオン　北尾誠祥先生　来県 !!


